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正
面
口
の
長
淵
橋
を
渡
り
、

保
護
区
の
境
界
を
示
す
石
柱
を

過
ぎ
る
と
、
右
手
に
「
狼
石
」
と

い
う
巨
石
が
あ
る
。
長
淵
の
ほ

と
り
で
近
く
に
川
の
音
は
な
い

が
、
石
の
前
の
一
カ
所
で
突
然
、

上
流
の
瀬
音
が
石
に
反
射
し
て

聞
こ
え
る
。
狼
の
声
に
聞
こ
え

る
の
が
名
の
由
来
と
さ
れ
る
。

１ 

    

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
は
、

環
境
活
動
の
中
間
支
援
組
織
で

あ
る
環
境
省
中
国
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
（
Ｅ
Ｐ

Ｏ
ち
ゅ
う
ご
く
）
の
推
薦
を
受

け
て
決
ま
っ
た
。
広
島
県
内
で

は
初
。 

 

助
成
を
申
請
す
る
場
合
は
通

常
、
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
を

１ 

               

石
の
形
も
口
を
開
け
た
狼
の
横

顔
に
見
え
な
く
も
な
い
。 

 

   

瀬
音
の
す
る
方
の
一
帯
が
寺

ケ
瀬
で
あ
る
。
周
囲
は
杉
や
檜

の
林
で
、
名
勝
指
定
前
に
植
林

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
段
峡

は
ほ
と
ん
ど
が
原
生
林
で
成
る

が
、 

   

記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
、
主

催
団
体
が
審
査
し
て
認
可
す
る

が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
地
方
の

Ｅ
Ｐ
Ｏ
の
推
薦
に
よ
っ
て
決
ま

る
の
が
特
徴
。
年
間
二
回
以
上
、

各
回
二
十
人
以
上
が
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
大
ま
か
な

要
件
に
な
っ
て
い
る
。 

 

事
業
内
容
は
今
後
、
さ
ん
け
ん 

 
 
 
◆
 
 
 
◆

 

 
地
球
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム 

東
京

海
上
日
動
が
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｇ

ｉ
ｆ
ｔ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

で
実
施
す
る
国
内
の
環
境
保
護

活
動
を
支
援
す
る
事
業
。
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、

同
社
と
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
協
働

し
て
、
主
に
子
供
た
ち
を
対
象
に

し
た
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｐ
Ｏ

が
協
力
し
、
環
境
省
が
後
援
。 

    

が
、
寺
ケ
瀬
は
結
果
的
に
人
工
林

が
保
護
さ
れ
、
深
山
の
神
社
か
寺

院
に
似
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。 

 

寺
ケ
瀬
と
い
う
名
は
な
か
っ

た
。
熊
南
峰
は
一
九
二
六
年
発
行

の
案
内
書
で
、
対
岸
の
「
蝙
蝠
穴
」

を
長
淵
に
続
く
第
二
景
と
し
つ

つ
、「
こ
こ
は
最
近
寺
ケ
瀬
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
記
し 

と
同
社
広
島
支
店
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ

う
ご
く
と
協
議
し
て
組
み
立
て

る
。
さ
ん
け
ん
は
こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
青
少
年
へ
の
環
境
教
育

の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
柱
に
据
え

る
予
定
だ
。
助
成
金
は
年
六
十
万

円
、
三
年
間
交
付
さ
れ
る
。 

    

清
掃
活
動
と
景
観
講
座
の
ダ

ブ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
十
月
二
十
日

に
開
か
れ
た
。
水
梨
口
に
二
十
二

人
が
集
合
し
て
午
前
は
三
段
滝 

              

て
い
る
。 

  

探
勝
路
の
山
側
に
は
千
坪
ほ

ど
の
平
地
が
あ
る
。
昔
、
寺
が
あ

っ
た
と
の
伝
承
か
ら
「
寺
原
」
と

い
う
。
川
の
近
く
に
は
座
禅
に
使

っ
た
平
た
い
石
や
、
川
の
中
に
深

く
穴
が
開
い
た
「
か
が
す
ば
ち
」 

 

      

広
島
パ
ル
コ
で
開
か
れ
た
無

印
良
品
の
つ
な
が
る
市
に
十
月

１ 

  

方
面
、
午
後
は
耶
源
方
面
を
清

掃
し
た
。
探
勝
路
を
塞
ぐ
倒
木

は
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
除
去
し
た
。 

小
学
二
年
生
の
衛
藤
凛
太
郎
君

は
「
疲
れ
た
け
ど
ま
た
来

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。 

 
 

 

午
後
四
時
か
ら
は
三
段

峡
ホ
テ
ル
で
松
尾
俊
孝
理

事
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
い
な
が
ら
西
中
国
山

地
国
定
公
園
と
特
別
名
勝

の
定
義
や
景
観
の
圧
縮
美

を
解
説
し
、
文
人
趣
味
の

三
段
峡
を
語
っ
た
。 

 
 

    

と
い
う
寺
の
臼
（
う
す
）
に
代
用

し
た
と
伝
わ
る
石
が
あ
る
。 

 

寺
ケ
瀬
は
探
勝
路
を
離
れ
、

小
径
を
伝
っ
て
河
原
へ
降
り
な

け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
。
南
峰
が

「
こ
の
附
近
の
樹
石
水
態
の
雅

致
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
見
逃

し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
書
く
、
推
奨

の
地
で
あ
る
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

     

十
二
日
か
ら
三
日
間
、
安
芸
太
田

の
苔
を
使
っ
た
コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ

ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し

た
。
講
師
は
本
宮
炎
理
事
長
と
さ

ん
け
ん
会
員
の
倉
達
子
さ
ん
が

日
替
わ
り
で
務
め
た
。 

 

本
年
度
最
終
回
に
な
る
さ
ん

け
ん
と
無
印
良
品
と
の
共
同
イ

ベ
ン
ト
「
野
外
博
物
館
に
い
こ
う

ツ
ア
ー
」
が
十
月
十
九
日
、
六
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
、
初
秋
の
探

勝
路
を
散
策
し
た
。
峡
内
最
大
級

の
ト
チ
ノ
キ
を
見
学
し
、
三
段
峡

ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ
ん
に
よ
る

橡
餅
づ
く
り
講
座
で
は
、
木
臼
で

搗
き
上
げ
、
舌
鼓
を
打
っ
た
。 

 

 

計
四
回
の
ツ
ア
ー
に
は
四
十

１ 

             

八
人
が
参
加
し
た
。
無
印
良
品
広

島
パ
ル
コ
店
長
の
山
口
慶
介
さ

ん
は
「
参
加
者
は
三
段
峡
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。
一

月
に
は
さ
ん
け
ん
と
無
印
良
品

が
振
り
返
り
の
勉
強
会
を
開
く
。 

    

広
島
大
学
の
「
地
域
の
元
気
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
さ
ん
け

ん
と
総
合
科
学
部
中
坪
ゼ
ミ
が

共
同
申
請
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
採
用
さ
れ
、
十
月
二
十
六
日
と

二
十
七
日
の
両
日
、
学
生
五
人
が

来
峡
し
て
、
調
査
と
事
業
の
方
向

性
を
確
認
し
た
。 

 

外
国
人
旅
行
者
向
け
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。
本
年
度

は
原
案
づ
く
り
と
広
島
大
の
留

学
生
を
対
象
に
し
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

暖
化
の
影
響
で
少
し
ず
つ

変
化
が
表
れ
て
い
る
の

か
。
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し

て
、
自
然
の
声
に
耳
を
傾

け
た
い
。 

 

都市と田舎とを結ぶ   
山口 慶介さん 

  

今年２月、無印良品広島パル

コ店長に就任。前任者を引き継

いで三段峡野外博物館ツアー

や井仁の棚田米づくり事業を 

スタート。都市と田舎の新しい関係の構築に関

心が高く、安芸太田だけでなく瀬戸内の島々と

都市住民を結び付ける構想を描く。 

「三段峡は雄大な自然と学びの場が当たり前

のように存在しているのに魅力を感じる。自分

の人生の新しい視点が生まれる」と話す。もっ

とたくさんの人に訪れてもらうのが目標。「い

ろいろな人が関わるようになれば、地域も活性

化する」と、力を込める。      （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉘ 

寺
ケ
瀬
（
て
ら
が
せ
） 

■
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
承 

■
寺
社
の
雰
囲
気
醸
す 

樹
石
水
態
の
雅
致
に
富
む 

見
逃
せ
ぬ 

   

▼
温
暖
化 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

十
月
は
全
般
的
に
気
温

が
高
く
、
三
段
峡
の
紅
葉

の
進
み
具
合
が
遅
く
な
っ

１ 

 

一口メモ 

た
。
橡
餅
の
材
料
と
な
る

ト
チ
の
実
も
収
穫
が
減
っ

た
と
い
う
。
キ
ノ
コ
の
発

生
も
少
な
い
と
感
じ
た
。 

 

今
年
だ
け
な
の
か
、
温 

    

 国内の環境保護活動を支援する東京海上日動（本社・東京）の

「Green Gift地球元気プログラム」の助成を受ける説明会が 10

月 22日、同社で開かれ、本宮炎理事長らが出席した。会議では

プログラムの目的や事業推進上の注意事項の説明があった。 

 

ti 

 

 

 

「Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ
う
ご
く
」
の
推
薦
で
決
定 

 

 

 

写真 

つ
な
が
る
市 

 

コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
出
店 

博
物
館
ツ
ア
ー 

橡
餅
搗
き
上
げ 

舌
鼓 

広
島
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

学
生
が
来
峡 

調
査 

東京海上日動の「Ｇreen Gift 地球元気プログラム」 
 

清
掃
に
汗

 

＆

 

景
観
講
座 

無
印
良
品
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト 

さんけんの環境イベントに助成 

説明会で活動報告をする本宮理事長(右) 

熊
手
や
シ
ャ
ベ
ル
で
探
勝
路
を
清

掃
す
る
子
供
た
ち 

https://sanken-/

